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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

⒈ 新しい公共施設マネジメ

ントにおけるプール施設

等のあり方について 

 

 

 

【質問趣旨】 

 公共施設の老朽化は、近年

問題になっている。膨大な施

設の管理はもちろん、修繕や

改修工事にかかるコストに頭

を悩ませる自治体は多い。 

 さらに、公共施設にまつわ

る意思決定は、施設管理の担

当課以外に様々な課との合意

形成が重要となり、各課の目

的が一致せず、庁内連携が難

しいと感じることも少なくな

いのではないだろうか。そう

した現状と課題は本市も例外

ではないと考える。 

続く→ 

 

 

 

⑴ 市民公園内プール施設

（水泳場）の現状と課題

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 瀬戸市公共施設個別計画（スポーツ施設等編）が２０２２年１０月策定された。

その中で、スポーツ施設の評価及び方向性について、評価分布が示されている。

それらの指標は、どのような現状と課題を示しているのか。見解を伺う。 

 

 

② １９７１年供用開始であり築５０年以上が経過している。市民が安心して利用で

きる施設として何とかしたいと考える。方向性として、基本方針は施設量適正化

（統廃合、集約複合化、機能移転、民営化、利用方法見直し）としている。具体

的にどのように進めていくのか。見解を伺う。 

 

 

③ 実施方針では改修となっている。同計画には、改修費用として、管理棟も合わせ

約２億３０００万円となっている。この改修による延命期間及び市民満足度等の

費用対効果をどう捉えているのか。見解を伺う。 

 

 

④ 老朽化の進んでいる市民体育館（１９７９年供用開始、築４０年以上）と屋内温

水プール等を複合的に集約し高機能のスポーツ拠点施設として建設した場合、そ

れぞれ個別に計画するより費用は抑えることができるのではないだろうか。見解

を伺う。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

本市のプール施設は、市民

公園プールをはじめ、水泳授

業を行うことを目的として、

小学校１５施設、中学校６施

設、小中一貫校１施設、合計

２３施設である。築５０年を

超える施設もあり、今後の施

設改修工事や長寿命化工事及

び施設の更新費用が発生した

場合は、財政を圧迫すること

は想像できる。今後、プール

施設等の公共施設マネジメン

トをどう進めていくのか。ま

た、小中学校における水泳授

業のあり方も変化してきてい

る。そうした動向を踏まえ、

本市の方向性を伺う。 

最後に、まちづくりの視点

から複合型施設等、新しい公

共施設マネジメント（官民連

携）について、将来への展望

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

⑵ 市内小中学校プール施

設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 水泳授業について 

 

 

 

 

 

 

① 小中学校のプール施設は合計２２施設ある。一番古い小学校で１９７９年供用開

始であり、解決しなければならない課題があると考える。１つ目の課題としては、

質（施設の老朽化）の問題である。現実的な安全確保のために、長寿命化改修工

事にも予防保全にも一定の財源が必要である。どのような認識か。見解を伺う。 

 

② ２つ目の課題としては、量（施設が多い）の問題である。施設にかかるトータル

コストの削減のために、再配置計画による集約化工事にも、複合化改修にも一定

の財源が必要である。どのような認識か。見解を伺う。 

 

③ 質と量を考え、今後、どのように存続していくのか。どう結論を出していくのか。

見解を伺う。 

 

① 小中一貫教育である本市の特徴を活かし、例えば、中学校ごとのプール施設を活

用した水泳授業を行った場合、メリット・デメリットをどのように捉えているの

か。見解を伺う。 

 

② 児童生徒のためを一番に考えることが最重要である。その前提の上で、民間プー

ルを利用した水泳授業の委託等、機能、品質、財源の視点から、メリットとデメ

リットをどのように捉えているのか。見解を伺う。 

 

③ 水泳授業のあり方も変化している。近い将来には、柔軟な対応が求められると考

える。どう検討を進め、方向性を示していくのか。見解を伺う。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

⑷ 新しい公共施設マネジ

メント（官民連携）につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 公共施設の中でも、今回はプール施設を例に質問したが、他の公共施設において

も「現状の施設を改修するのか」「機能を集約・統合するのか」がテーマである

と考える。「集約・統合」として考えた場合、例えば、スポーツ・文化・福祉・

子育て・環境施設等の集約による、高機能・複合型施設として将来的に更新する

方法もある。もちろん財源、候補地、熱源確保等の課題もある。また、考えられ

る所管も部局や立場の垣根を越えて公共施設の課題を共有する、全庁巻き込み型

の検討会が必要であると考える。今後、どう進め、結論を出していくのか。見解

を伺う。 

 

 

② 個別施設計画を連携させるべく横断的な施設のあり方をパッケージとして考え

ていくことが、これからの新しい公共施設マネジメント（官民連携）であると考

えるがどうか。見解を伺う。 

 

 

③ 全体を通して、新しい公共施設マネジメント（官民連携）について、市長の将来

への展望を伺う。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

⒉ 人と環境に優しいＳＤＧs

の取組みについて 

 

 

 

 

【質問趣旨】 

 ＳＤＧs の達成目標をめざ

し、人と環境に優しい取組み

として、様々な取組みが全国

の自治体で実施されている。 

環境負荷の高いペットボト

ル飲料を削減するマイボトル

運動、男性特有の疾病や多様

性や高齢化等に対応した男性

用サニタリーボックス設置、

高齢化や障害者差別解消法に

対応した音声コードの導入等

に注目し、それらの実施の効

果等を踏まえ導入を提案した

い。見解を伺う。 

 

⑴ 公共施設へのサニタリ

ーボックス設置につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 公共施設への給水スポ

ット（給水機）設置につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 公共施設内の女性用トイレには、サニタリーボックスは設置されている。しかし

男性用トイレへの設置はない。設置の必要性をどう考えているのか。見解を伺う。 

 

 

② 男性特有の疾病による必要性や多様性・高齢化等の視点から、ＳＤＧsの取組み

であると考える。本庁舎をはじめとする市内全ての公共施設へのサニタリーボッ

クス設置の推進を開始してはどうか。見解を伺う。 

 

 

 

① 本庁舎内には、誰もが使うことができる給水スポット（給水機）がある。どのよ

うな目的で設置しているのか。 

 

 

② 障害者差別解消法対応として、車椅子対応の給水機（マイボトルに給水可能）の

設置を提案したい。見解を伺う。 

 

 

③ 特に小中学校における熱中症対策やマイボトル運動の推進を目的とした、給水ス

ポット（給水機）の設置の効果をどう考えるのか。見解を伺う。 
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質問タイトル（大項目） 
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⑶ 音声コード作成ソフト

「ＪＡＶIＳ ＡＰＰＬ

I 」等の導入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 音声コードを簡単に作成できるソフト「ＪＡＶIＳ ＡＰＰＬI 」は、特定非営利

活動法人 日本視覚障がい者情報普及支援協会（ＪＡＶIＳ）から国・自治体は無

償貸与できる。障害者差別解消法対応として、自治体行政情報等の各種郵便物等

（国民健康保険料所得申告書・選挙投票所入場券通知および封筒等）に音声コー

ドを早急に導入してはどうか。見解を伺う。 

 

 

② ２０２２年５月に「障害者情報アクセシビリティ・コミニケーション施策推進法」

が施行となった。自身の情報を自身で読める社会をめざし、音声コードの導入と

合わせ、視覚障がい者等の情報取得サポートとして、スマートフォンで聞ける音

声コード・リーダーアプリ（Ｕni-Ｖoice等）の啓発を進めてはどうか。見解を

伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


